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０５給水装置計画論 
給水計画 

平成２２年度問題３２ 給水装置計画論   使用水量の計画に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

（1） 直結式給水における計画使用水量は、末端給水用具の同時使用の割合を十分考慮して実態に合った水量を設

定しなければならない。 

（2） 計画使用水量は、給水管の口径などの給水装置系統の主要諸元を計画する際の基礎となるものであり、建物の

用途及び水の使用用途、使用人数、給水栓の数等を考慮して決定する。 

（3） 受水槽式給水における受水槽への給水量は、給水管の口径と使用水量の時間的変化を考慮して定める。 

（4） 同時使用水量とは、給水栓、給湯器等の末端給水用具が同時に使用された場合の使用水量であり、瞬時の最大

使用水量に相当する。 

【解説】 

（１） 記述の通り。 直結式給水における計画使用水量は、給水用具の同時使用の割合を十分考慮して実態に合った

水量を設定することが必要である。この場合は、計画使用水量は同時使用水量から求める。 

（２） 記述の通り。 給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給で

きるもので、かつ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要である。 

（３） 誤り。 受水槽式給水における受水槽への給水量は、受水槽の容量と使用水量の時間的変化を考慮して定める。一

般に受水槽への単位時間当り給水量は、1 日当たりの計画使用水量を使用時間で除した水量とする。 

計画一日使用水量は、建物種類別単位給水量・使用時間・人員を参考にするとともに、当該施設の規模と内容、

給水区域内における他の使用実態などを十分考慮して設定する。 

（４） 記述の通り。 同時使用水量とは、給水装置工事の対象となる給水装置内に設置されている給水用具のうちから、

いくつかの給水用具を同時に使用することによってその給水装置を流れる水量をいい、一般的に計画使用水量は同

時使用水量から求められる。 

同時使用水量(ℓ/分)は、給水栓、給湯器等の給水用具が同時に使用された場合の使用水量であり、瞬時の最大

使用水量(ℓ/分)に相当する。 

したがって、（３）が不適当なものである。 

 

平成１９年度問題３３ 給水装置計画論   給水装置の計画使用水量に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

(1) 計画使用水量は、給水管口径などの給水装置系統の主要諸元を計画する際の基礎となるものであり、建物の用途

及び水の使用用途、使用人数、給水栓の数等を考慮したうえで決定する。 

(2) 直結式給水における計画使用水量は、末端給水用具の同時使用の割合を十分考慮して、実態に合った水量とし

て設定しなければならない。 

(3) 受水槽式給水における受水槽への給水量は、給水管の口径と使用水量の時間的変化を考慮して定める。 

(4) 直結増圧式給水を行う際には、同時使用水量を適正に設定することが、適切な配管口径の決定及び直結加圧形

ポンプユニットの適正容量の決定に不可欠である。 

【解説】 

(1)、(2)、(4) 記述の通り。 

(3) 誤り。 受水槽式給水における受水槽への給水量は、受水槽の容量と使用水量の時間的変化を考慮して定める。一般

に受水槽への単位時間当り給水量は、1 日当たりの計画使用水量を使用時間で除した水量とする。 

したがって、(3)が不適当なものである。  
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平成１８年度問題３１ 給水装置計画論   給水装置の計画使用水量の決定に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。 

(1) 計画使用水量とは、給水装置に給水される水量をいい、給水管口径の決定などの基礎となるものである。 

(2) 同時使用水量とは、給水装置に設置されている末端給水用具のうち、いくつかの末端給水用具を同時に使用する

ことによってその給水装置を流れる水量をいい、一般的には計画使用水量は同時使用水量から求められる。 

(3) 計画一日使用水量とは、給水装置に給水される水量であって、1日当たりのものをいい、直結式給水における給水

管の口径決定の基礎となるものである。 

(4) 同時使用水量とは、給水栓、給湯器等の末端給水用具が同時に使用された場合の使用水量であり、瞬時の最大

使用水量に相当する。 

【解説】 

(1)、(2)、(4) 記述の通り。 

(3) 誤り。 計画一日使用水量とは、給水装置工事の対象となる給水装置に給水される水量であって、一日当たりのも

のをいう。計画一日使用水量は、受水槽式給水の場合の受水槽の容量の決定等の基礎となるものである。 

したがって、(3)が不適当なものである。 

 

平成１８年度問題３５ 給水装置計画論   給水装置の基本計画に関する次の記述の      内に入る語句の組み合

わせのうち、適当なものはどれか。 

給水装置の基本計画は、基本調査、 ア  の決定、計画使用水量の決定、給水管の口径の決定等からなってお

り、給水装置の最も基本的な事項を決定するもので極めて重要である。 

基本調査は、計画、施工の基礎となる重要な作業であり、調査の良否は計画の策定、施工、さらには給水装置

の  イ  にも影響するものであり、慎重に行わなければならない。 

また、基本調査は事前調査と  ウ  に区分され、その内容により「工事申込者に確認するもの」、「各水道事業者

に確認するもの」、「現地調査により確認するもの」があり、「現地調査により確認するもの」としては、道路の状況、各

種埋設物の有無、現地の  エ  等がある。 

 ア        イ        ウ          エ 

(1) 受水方式    機能    事後調査    敷地形状 

(2) 受水方式    材質    現場調査    敷地形状 

(3) 給水方式    機能    現場調査    施工環境 

(4) 給水方式    材質    事後調査    施工環境 

【解説】 

給水装置の基本計画は、基本調査、給水方式の決定、計画使用水量の決定、給水管の口径の決定等からなっ

ており、給水装置にとって最も基本的な事項を決定するもので極めて重要である。 

基本調査は、計画、施工の基礎となる重要な作業であり、調査の良否は計画の策定、施工、さらには給水装置の

機能にも影響するものであり、慎重に行わなければならない。 

基本調査は、事前調査と現場調査に区分され、その内容によって「工事申込者に確認するもの」、「各水道事業者

に確認するもの」、「現地調査により確認するもの」がある。 

「現地調査により確認するもの」としては、道路の状況、各種埋設物の有無、現地の施工環境等がある。 

したがって、(3)が適当なものである。 
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平成１７年度問題３１ 給水装置計画論   給水方式に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

(1) 直結式給水は、配水管の水圧で直結給水する方式(直結直圧式)と、給水管の途中に直結加圧形ポンプユニットを

設置し直結給水する方式(直結増圧式)がある。 

(2) 直結直圧式は、各水道事業者において定められている配水管の水圧及び給水する高さの範囲で水理計算上可能

な場合に適用する。 

(3) ポンプ直送式とは、小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽に

貯え、その内部圧力によって給水する方式である。 

(4) 受水糟式で配水管の水圧が高く流入量が過大となり、水道メータの性能、耐久性に支障を与える場合には、減圧

弁、定流量弁等を設置する必要がある。 

【解説】 

(1)、(2)、(4) 記述のとおり。 

(3) 誤り。 ポンプ直送式は、小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、使用水量に応

じてポンプの運転台数の変更や回転数制御によって給水する方式である。 設問は圧力タンク式の記述である。 

したがって、(3)が不適当なものである。 
 
平成１６年度問題３２ 給水装置計画論   使用水量の計画に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

(1) 計画使用水量は、給水管口径などの給水装置系統の主要諸元を計画する際の基礎となるものであり、建物の用途

及び水の使用用途、使用人数、給水栓の数等を考慮して決定する。 

(2) 同時使用水量とは、給水栓、給湯器等の末端給水用具が同時に使用された場合の使用水量であり、瞬時の最大

使用水量に相当する。 

(3) 直結式給水における計画使用水量は、末端給水用具の同時使用の割合を十分考慮して実態に合った水量を設定

する。 

(4) 受水槽式給水における受水槽への給水量は、給水管の口径と使用水量の時間的変化を考慮して定める。 

【解説】 

(1)、(2)、(3) 記述のとおり。 

(4) 誤り。  受水槽式給水における受水槽への給水量は、受水槽の容量と使用水量の時間的変化を考慮して定める。

一般に受水槽への単位時間当り給水量は、1 日当たりの計画使用水量を使用時間で除した水量とする。 

計画一日使用水量は、建物種類別単位給水量・使用時間・人員を参考にするとともに、当該施設の規模と内容、

給水区域内における他の使用実態などを十分考慮して設定する。 

したがって、(4)が不適当なものである。 
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給水方式 

平成２２年度問題３１ 給水装置計画論   給水方式に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。 

ア 直結増圧式は給水管の途中に直結加圧形ポンプユニットを設置し、圧力を増して直結給水する方式である。 

イ 給水方式には、大別して直結式と受水槽式がある。受水槽式は水量の調整に役立ち、配水管への負担が少なくて

済む等の利点があるが、受水槽の管理が不十分な場合、衛生上の問題が生じる可能性がある。 

ウ 圧力水槽式は、小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽を設置せずに、ポンプで圧力水槽に貯

え、その内部圧力によって給水する方式である。 

エ 一つの高置水槽から適当な水圧で給水できる高さの範囲は、10 階程度(水圧に換算すると 300～400 kPa 程度)な

ので、高層建物では高置水槽や減圧弁をその高さに応じて設置する必要がある。 

ア  イ ウ  エ 

（1） 正 正 正  誤  

（2） 正 正 誤 誤 

（3） 誤 誤  正  正 

（4） 正  正  誤 正 

【解説】 

ア、イ、エ 記述の通り。 

ウ 誤り。 圧力水槽式は小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽

に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。 

したがって、（４）が適当なものである。 

 

（参考） 
1  直結式 

(1) 直結直圧式 

配水管のもつ水量、水圧等の供給能力の範囲で、上層階まで給水する方式である。(図-7.1.2)  直結給水は給水サービスの向上

を図るため、各水道事業者において、現状における配水管の水量、水圧等の供給能力及び配水管の整備計画と整合させ、逐次そ

の範囲を拡大していくこととなっている。よって、直結直圧式の場合、各水道事業者で定める配水管の水圧及び給水高さの範囲で水

理計算上可能なものに適用することになる。なお、配水管の水圧が高いときは、給水管を流れる流量が過大となって、水道メータの性

能、耐久性に支障を与えることがある。したがって、このような場合には、減圧弁、定流量弁等を設置することが望ましい。 

 
直結直圧式の一般図 

(2) 直結増圧式 

直結増圧式は、給水管の途中に増圧給水設備を設置し、圧力を増して直結給水する方法である。この方式は、給水管に直接増圧

給水設備を連結し、配水管の水圧に影響を与えることなく、水圧の不足分を加圧して高位置まで直結給水するもので、水道水の安定

供給の確保を基本とし、直結給水の範囲の拡大を図り、これにより受水槽における衛生上の問題の解消、省エネルギーの推進、設置

スペースの有効利用などを目的としている。 

各戸への給水方法として、給水栓まで直接給水する直送式と、ポンプにより高所に置かれた受水槽に給水し、そこから給水栓まで

自然流下させる高置水槽式がある。(図-7.1.3、図-7.1.4) 

なお、直結式による給水方式は、災害、事故等による水道の断減水時にも給水の確保が必要な建物などには必ずしも有利でない

ので、設計する建物の用途も踏まえて十分検討する必要がある。 

                 
直結増圧式(ポンプ直送式)の例          直結増圧式(高置水槽式)の例 

 
2 受水槽式 

建物の階層が多い場合又は一時に多量の水を使用する需要者に対して、受水槽を設置して給水する方式である。 

受水槽式給水は、配水管の水圧が変動しても給水圧、給水量を一定に保持できること、一時に多量の水使用が可能であること、断水
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平成２０年度問題３２ 給水装置計画論   給水方式に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

(1) 給水方式には、配水管の水圧を利用して給水する直結式と、配水管から分岐し一旦受水槽に受け給水する受水

槽式とがある。   

(2) 水槽式は、水量の調整に役立ち、配水管への負担が少なくて済むなどの利点があるが、受水槽の管理が不十分な

場合、衝生上の問題を生じる可能性がある。 

(3) 直結直圧式の場合、配水管の水圧が高いときは、給水管を流れる流量が過大となって、水道メータの性能、耐久性

に支障を与えることがあるので、このような場合には、逆止弁又は減圧式逆流防止器を設置する必要がある。 

(4) 直結式による給水方式は、災害、事故等による水道の断減水時にも給水の確保が必要な建物などには必ずしも有

利とはいえないので、採用にあたっては設計する建物の用途も踏まえて十分検討する必要がある。 

【解説】 

(1) 記述の通り。 

(2) 記述の通り。 

(3) 誤り。 直結直圧式は、配水管のもつ水量、水圧等の供給能力の範囲で、上層階まで給水する方式である。直結給

水は給水サービスの向上を図るため、各水道事業者において、現状における配水管の水量、水圧等の供給能力及

び配水管の整備計画と整合させ、逐次その範囲を拡大していくこととなっている。よって、直結直圧式の場合、各水

道事業者で定める配水管の水圧及び給水高さの範囲で水理計算上可能なものに適用することになる。            

なお、配水管の水圧が高いときは、給水管を流れる流量が過大となって、水道メータの性能、耐久性に支障を与

えることがある。したがって、このような場合には、減圧弁、定流量弁等を設置することが望ましい。 

(4) 記述の通り。 

したがって、(3)が不適当なものである。 

 

平成１９年度問題３１ 給水装置計画論   受水槽式給水に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なもの

はどれか。 

ア 受水槽は水量の調整に役立つなどの利点があるが、受水槽の管理が不十分な場合、衛生上の問題を生じる可能

性がある。 

イ 受水槽式給水のうち、高置水槽式で一つの高置水槽から適切な水圧で給水できる高さの範囲は、10 階程度なの

で、高層建物では高置水槽や減圧弁をその高さに応じて多段に設置する必要がある。 

ウ 受水槽式給水のうち、ポンプ直送式とは小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、

ポンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。 

エ 配水管の水圧が高いときは、受水槽への流入時に給水管を流れる流量が過大となって、水道メータの性能、耐久

性に支障を与えることがある。したがって、このような場合には、減圧弁、定流量弁等を設置することが必要である。 

ア  イ  ウ  エ 

(1) 誤  誤  正  正 

(2) 正  誤  誤  正 

(3) 正  正  誤  正 

(4) 正  正  誤  誤 

【解説】 

ア、イ、エ 記述のとおり。 

ウ 誤り。 ポンプ直送式は小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、使用水量に応じ

てポンプの運転台数の変更や回転数制御によって給水する方式である。 

    ポンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力によって給水する方式は圧力水槽式である。 

 
ポンプ直送式 圧力水槽式 

 

したがって、(3)が適当なものである。 
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平成１７年度問題３１ 給水装置計画論   給水方式に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

(1) 直結式給水は、配水管の水圧で直結給水する方式(直結直圧式)と、給水管の途中に直結加圧形ポンプユニットを

設置し直結給水する方式(直結増圧式)がある。 

(2) 直結直圧式は、各水道事業者において定められている配水管の水圧及び給水する高さの範囲で水理計算上可能

な場合に適用する。 

(3) ポンプ直送式とは、小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽

に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。 

(4) 受水糟式で配水管の水圧が高く流入址が過大となり、水道メータの性能、耐久性に支障を与える場合には、減圧

弁、定流量弁等を設置する必要がある。 

【解説】 

(1)、(2) 記述のとおり。 

(3) ポンプ直送式は、小規模の中屑建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、使用水量に応じてポ

ンプの運転台数の変更や回転数制御によって給水する方式である。設問は圧カタンク式の記述である。 

(4) 記述のとおり。 

したがって、(3)が不適当なものである。 

 

平成１６年度問題３１ 給水装置計画論   給水方式に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。 

ア 給水方式には、大別して直結式と受水槽式がある。受水槽式は水量の調整に役立ち、配水管への負担が少

ないなどの利点があるが、受水槽の管理が不十分な場合、衛生上の問題が生じる可能性がある。 

イ 直結増圧式は、給水管の途中に直結加圧形ポンプユニットを設置し、圧力を増して直結給水する方法である。

ウ 一つの高置水槽から適当な水圧で給水できる高さの範囲は、10階程度なので、高層建物では高置水槽や減

圧弁をその高さに応じて多段に設置する必要がある。 

エ 圧力水槽式は、小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽を設置せずに、ポンプで圧力水槽

に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。 

ア  イ  ウ  エ 

(1) 正  正  正  誤 

(2) 正  正  誤  誤 

(3) 誤  誤  正  正 

(4) 正  正  誤  正 

【解説】 

ア、イ、ウ 記述のとおり。 

エ 誤り。 圧力水槽式は小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽

に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。 

したがって、(1)が適当なものである。 
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平成１５年度問題３１ 給水装置計画論   給水方式に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

(1) 直結式給水には、配水管の水圧で直結給水する方式と、給水管途中に直結加圧形ポンプユニットを設置して直結

給水する方式がある。 

(2) 受水槽式給水は、受水槽設置のスペースが必要で、また管理によっては衛生上の問題が生じることがある。 

(3) 直結式給水は、衛生的で給水圧、給水量を一定に保持できることから、病院や有毒薬品を使用する工場等に適し

ている。 

(4) 配水管の水圧が高いときは、受水槽への流入時に流量が過大となり、水道メータの性能に支障を与えることがある。

このような場合には、減圧弁などを設置することが必要である。 

【解説】 

(1)、(2)、(4)  記述のとおり。 

(3) 需要者の必要とする水量、水圧が得られない場合のほか、次のような場合には、受水槽式とすることが必要である。

① 病院などで災害時、事故等による水道の断減水時にも、給水の確保が必要な場合。 

② 一時に多量の水を使用するとき、又は使用水量の変動が大きいときなどに、配水管の水圧低下を引き起こす

おそれがある場合。 

③ 配水管の水圧変動にかかわらず、常時一定の水量、水圧を必要とする場合。 

④ 有毒薬品を使用する工場など、逆流によって配水管の水を汚染するおそれのある場合。 

したがって、(3)が不適当なものである。 
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口径の決定 

平成２４年度問題３２ 給水装置計画論  給水管の口径の決定に関する次の記述の     内に入る語句の組み合わ

せのうち、適当なものはどれか。 

給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、 ア  を十分に供給できるもので、かつ  イ  も

考慮した合理的な大きさにすることが必要である。口径は、給水用具の立ち上がり高さと、 ア  に対する  ウ  を加え

たものが、給水管を取り出す配水管の  エ  の水頭以下となるよう計算によって定める。 

ア             イ            ウ                エ 

(1)  同時使用水量      施工性      総損失水頭      計画最大動水圧 

(2)  計画使用水量      施工性      余 裕 水 頭      計画最大動水圧 

(3)  同時使用水量      経済性      余 裕 水 頭      計画最小動水圧 

(4)  計画使用水量      経済注      総損失水頭      計画最小動水圧 

【解説】 

厚生労働省給水装置データベース▶関連情報のページ▶給水装置標準計画・施工方法▶給水装置標準計画・施工

方法２給水装置の基本計画▶４給水管の口径の決定 

http://kyuusuidb.mhlw.go.jp/tec/kyusuidb/kyusui/sys2-4.htm 
給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給できるもので、か

つ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要である。口径は、給水用具の立ち上がり高さと計画使用水量に

対する総損失水頭を加えたものが、配水管の水圧（計画最小動水圧）の水頭以下となるよう計算によって定める。 

したがって、(4)が適当なものである。 

 

平成２２年度問題３５ 給水装置計画論   給水管の口径の決定に関する次の記述の      内に入る語句の組み合

わせのうち、適当なものはどれか。 

給水管の口径は、配水管の  ア  時において、計画使用水量を十分に供給できるもので、かつ経済性も考慮し

た合理的な大きさにする。 

口径は、給水用具に立ち上がり高さと計画使用水量に対する  イ  を加えたものが、取り出し配水管の  ア  の

圧力水頭以下となるよう計算によって定める。 

ただし、将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動などの圧力水頭を考慮して、ある程度の  ウ  を確保しておく。 

 ア              イ           ウ 

(1)  計画最小動水圧    総損失水頭    余裕水頭 

(2)  計画最大静水圧    総損失水頭    必要水量 

(3)  計画最大静水圧    有 効 水 頭    余裕水頭 

(4)  計画最小動水圧    有 効 水 頭    必要水量 

【解説】 

厚生労働省給水装置データベース▶関連情報のページ▶給水装置標準計画・施工方法▶給水装置標準計画・施工

方法２給水装置の基本計画▶４給水管の口径の決定 

http://kyuusuidb.mhlw.go.jp/tec/kyusuidb/kyusui/sys2-4.htm 
給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給できるもので、か

つ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要である。 

口径は、給水用具の立ち上がり高さと計画使用水量に対する総損失水頭を加えたものが、配水管の水圧（計画最

小動水圧）の水頭以下となるよう計算によって定める。 

ただし、将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動等を考慮して、ある程度の余裕水頭を確保しておく必要がある。 

したがって、(4)が適当なものである。 
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平成２０年度問題３５ 給水装置計画論   給水管の口径の決定に関する次の記述の      内に入る語句の組み合

わせのうち、適当なものはどれか。 

給水管は、各水道事業者が定める配水管の水圧において  ア  を十分に供給できるもので、かつ、経済性も考

慮した合理的な大きさにすることが必要である。口径は、給水用具の立上り高さと  ア  に対する  イ  を加えたも

のが、給水管を取り出す配水管の  ウ  の水頭以下となるよう計算によって定める。ただし、将来の使用水量の増

加、配水管の  エ  等を考慮し、ある程度の余裕水頭を確保しておく必要がある。 

口径決定の手順は、まず給水用具の所要水量を設定し、次に同時に使用する給水用具を設定し、管路の各区間

に流れる流量を求める。次に口径を仮定し、その口径で給水装置全体の所要水量が、配水管の  ウ  の水頭以下

であるかどうかを確かめ、満たされている場合はそれを求める口径とする。 

ア               イ              ウ             エ 

(1)  計画一日使用水量    総損失水頭    計画最小動水圧    口    径 

(2)  計 画 使 用 水 量     余 裕 水 頭    計画最大助水圧    水圧変動 

(3)  計画一日使用水量    余 裕 水 頭    計画最大静水圧    口    径 

(4)  計 画 使 用 水 量     総損失水頭    計画最小動水圧    水圧変動 

 

【解説】 

厚生労働省給水装置データベース▶関連情報のページ▶給水装置標準計画・施工方法▶給水装置標準計画・施工

方法２給水装置の基本計画▶４給水管の口径の決定 

http://kyuusuidb.mhlw.go.jp/tec/kyusuidb/kyusui/sys2-4.htm 
（解説）  給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給できるもの

で、かつ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要である。 

口径は、給水用具の立ち上がり高さと計画使用水量に対する総損失水頭を加えたものが、配水管の水圧(計画最

小動水圧)の水頭以下となるよう計算によって定める。 

したがって、(4)が適当なものである。 
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平成１８年度問題３４ 給水装置計画論   給水管の口径決定の計算手順に関する次の記述の      内に入る語句

の組み合わせのうち、適当なものはどれか。 

① 計画使用水量を算出する。 

② それぞれの区間の  ア  を仮定する。 

③ 給水装置の末端から水理計算を行い、各分岐点の  イ  を求める。 

④ 同じ分岐点からの分岐管路において、それぞれの  イ  を求める。その最大値がその分岐点での  イ  になる。 

⑤ その給水装置が配水管から分岐する箇所での  イ  が、配水管の  ウ  となるよう仮定  ア  を修正して口径を

決定する。 

 ア        イ                  ウ 

(1) 流量    所要流量    計 画 流 量 以 下  

(2) 口径    所要流量    計 画 流 量 以 上  

(3) 流量    所要水頭    計画最小動水圧の水頭以上 

(4) 口径    所要水頭    計画最小動水圧の水頭以下 

【解説】 

厚生労働省給水装置データベース▶関連情報のページ▶給水装置標準計画・施工方法▶給水装置標準計画・施工

方法２給水装置の基本計画▶４給水管の口径の決定 

http://kyuusuidb.mhlw.go.jp/tec/kyusuidb/kyusui/sys2-4.htm 
(解説)  口径決定の手順(右図)は、まず給水用具の所要水量を設定し、次に同時に使用する給水用具を設定し、管路

の各区間に流れる流量を求める。次に口径を仮定し、その口径で給水装置全体の所要水頭が、配水管の水圧以下

であるかどうかを確かめ、満たされている場合はそれを求める口径とする。 

① 計画使用水量を算出する。 

② それぞれの区間の口径を仮定する。 

③ 給水装置の末端から水理計算を行い、各分岐点の所要水頭を求める。 

④ 同じ分岐点からの分岐管路において、それぞれの所要水頭を求める。その最大値がその分岐点での所要水

頭になる。 

⑤ その給水装置が配水管から分岐する箇所での所要水頭

が、配水管の計画最小動水圧の水頭以下となるよう仮定口

径を修正して口径を決定する。 

したがって、(4)が適当なものである。 
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平成１６年度問題３３ 給水装置計画論   給水管口径決定の計算手順に関する次の記述の内に入る語句の組み

合わせのうち、適当なものはどれか。 

①  ア  を算出する。 

② それぞれの区間の  イ  を仮定する。 

③ 給水装置の末端から水理計算を行い、各分岐点での  ウ  を求める。 

④ 同じ分岐点からの分岐管路において、それぞれの  ウ  を求める。その最大値が、その分岐点での  ウ  になる。 

⑤ その給水装置が配水管から分岐する箇所での  ウ  が、配水管の  エ  となるよう仮定  イ  を修正して口径を

決定する。  

 ア          イ        ウ                  エ 

(1) 計画使用水量    流量    所要流量    計画最小動水圧の水頭以下 

(2) 同時使用水量    口径    所要流量    計 画 流 量 以 下  

(3) 同時使用水量    流量    所要水頭    計 画 流 量 以 下  

(4) 計画使用水量    口径    所要水頭    計画最小動水圧の水頭以下 

【解説】 

口径決定の手順は、まず給水用具の所要水量を設定し、次に同時に使用する給水用具を設定し、管路の各区間

に流れる流量を求める。次に口径を仮定し、その口径で給水装置全体の所要水頭が、配水管の水圧以下であるかど

うかを確かめ、満たされている場合はそれを求める口径とする。  

   水道メータについては、口径ごとに適正使用流量範囲、瞬時使用の許容流量があり、口径決定の大きな要因となる。  

   なお、水道メータの型式は多数あり、各水道事業者により使用する型式が異なるため、使用する水道メータの性能

を確認すること。  

口径決定の手順は、まず給水用具の所要水量(計画使用水量)を設定し、次に同時に使用する給水用具を設定

し、管路の各区間に流れる流量を求める。次に口径を仮定し、その口径で給水装置全体の所要水頭が、配水管の水

圧(計画最小動水圧)以下であるかどうかを確かめ、満たされている場合はそれを求める口径とする。 

したがって、(4)が適当なものである。 

 
平成16年度 問題34 給水装置計画論   給水管などの口径の決定に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

(1) 給水管の口径は、水道事業者が定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給できるもので、経済性

も考慮した大きさにすることが必要である。 

(2) 水道メータの口径を決定する場合、口径ごとの適正使用流量範囲、瞬時使用の許容流量が大きな要因となる。 

(3) 給水管の摩擦損失水頭の計算は、口径の大小にかかわらずウエストン公式を使用するのが一般的である。 

(4) 損失水頭には、管の流入口、流出口における損失水頭、管の摩擦による損失水頭、給水用具類による損失水頭、

管の曲がり、分岐、断面変化による損失水頭等がある。 

【解説】 

(1)、(2)、(4) 記述のとおり。 

(3)  給水管の摩擦損失水頭の計算は、口径 50 ㎜以下の場合はウエストン(Weston)公式により、口径 75 ㎜以上の管

についてはヘーゼン・ウィリアムス(Hazen・Williams)公式による。 

したがって、(3)が不適当なものである。 
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平成１５年度問題３４ 給水装置計画論   給水管の口径の決定に関する次の記述の      内に入る語句の組み

合わせのうち、適当なものはどれか。 

給水管の口径は各水道事業者が定める  ア  において、計画使用水量を十分に供給できるもので、かつ  イ  も

考慮した合理的な大きさとすることが必要である。 

口径は給水用具の立ち上がり高さと、計画使用水量に対する  ウ  を加えたものが、給水管を取り出す配水管

の  エ  の水頭以下となるように計算によって定める。 

ア           イ           ウ               エ 

(1)  配水管の水圧    経済性    総 損失水頭    計画最小動水圧 

(2)  給 水 方 式     施工性    有 効 水 頭     計画最大動水圧 

(3)  配水管の水圧    機能性    有 効 水 頭     計画最小動水圧 

(4)  給 水 方 式     施工性    配水管の水圧    計画最大動水圧 

【解説】 

給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給できるもので、か

つ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要である。  

   口径は、給水用具の立ち上がり高さと計画使用水量に対する総損失水頭を加えたものが、配水管の水圧の水頭

（計画最小動水圧）以下となるよう計算によって定める。 ただし、将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動等を考

慮して、ある程度の余裕水頭を確保しておく必要がある。  

したがって、(1)が適当なものである。 
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動水勾配 

平成２１年度問題３２ 給水装置計画論   下図は給水管口径を決定するための各損失水頭を考慮した動水勾配線図

であるが、     内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものはどれか。 

 

 
ア                  イ            ウ 

（１） 計画最大動水圧の水頭    摩擦損失水頭    有効水頭 

（２） 計画最小動水圧の水頭    総損失水頭     余裕水頭 

（３） 計画最小動水圧の水頭    摩擦損失水頭    有効水頭 

（４） 計画最大動水圧の水頭    総損失水頭     余裕水頭 

 

【解説】 

給水管の口径は、各水道事業者の定める配水管の水圧において、計画使用水量を十分に供給できるもので、か

つ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要である。水道事業者が定める配水管の水圧とは、計画時の最

小動水圧（配水管中を水道水が流れている状態での水圧）である。 

口径は、給水用具の立ち上がり高さと計画使用水量に対する総損失水頭を加えたものが、配水管の水圧の水頭

以下となるよう計算によって定める。 

ただし、将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動等を考慮して、ある程度の余裕水頭を確保しておく必要がある。

 
 動水勾配線図 

したがって、（２）が適当なものである。 
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平成１９年度問題３２ 給水装置計画論   下図は、給水管及びその動水勾配線図である。内に入る語句の組み合わ

せのうち、適当なものはどれか。 

 
P0：配水管の水圧 

P1：配水管と直結加圧形ポンプユニットとの  ア  

P2：直結加圧形ポンプユニットの上流側の給水管及び給水用具の  イ  

P3：直結加圧形ポンプユニットの  イ  

P4：直結加圧形ポンプユニットの下流側の給水管及び給水用具の  イ  

P5：末端最高位の給水用具を使用するために必要な圧力 

P6：直結加圧形ポンプユニットと末端最高位の給水用具との  ア  

P7：直結加圧形ポンプユニットの  ウ  

P8：直結加圧形ポンプユニットの加圧ポンプの全揚程 

 ア          イ          ウ 

(1) 吐 水 圧    圧力損失    高 低 差 

(2) 高 低 差    吐 水 圧    圧力損失 

(3) 圧力損失    吐 水 圧    高 低 差 

(4) 高 低 差    圧力損失    吐 水 圧 

【解説】 

直結増圧式給水は、配水管の水圧では給水できない中高層建物において、末端最高位の給水用具を使用する

ために必要な圧力を増圧給水設備により補い、これを使用できるようにするものである。 

ここで、増圧給水設備の吐水圧は、末端最高位の給水用具を使用するために必要な圧力を確保できるように設定

する。 

すなわち、増圧給水設備の下流側の給水管及び給水用具の圧力損失、末端最高位の給水用具を使用するため

に必要な圧力、及び増圧給水設備と末端最高位の給水用具との高低差の合計が、増圧給水設備の吐水圧の設定

値である。 

 
したがって、(4)が適当なものである。 
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平成１８年度問題３２ 給水装置計画論   下図の、     内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものはどれか。 

 

 ア                  イ            ウ 

(1) 計画最大動水圧の水頭    摩擦損失水頭    余裕水頭 

(2) 計画最小動水圧の水頭    総損失水頭     余裕水頭 

(3) 計画最小働水圧の水頭    摩擦損失水頭    有効水頭 

(4) 計画最大動水圧の水頭    総損失水頭     有効水頭 

【解説】 

  動水勾配線は以下のとおりである。 

 
図  動水勾配線図 

したがって、(2)が適当なものである。 

 

平成１７年度問題３３ 給水装置計画論   給水装置の損失水頭に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適

当なものはどれか。 

ア  損失水頭には、管の流入口、流出口における損失水頭、管の摩擦による損失水頭、水道メータ、給水用

具類による損失水頭、管の曲がり、分岐及び断面変化による損失水頭等がある。 

イ  一般的な給水管の配管の場合、損失水頭のうち管の流入口、流出口における損失水頭は、管の摩擦によ

る損失水頭より大きい。 

ウ  給水管の摩擦損失水頭の計算は、一般的に口径 50 ㎜以下の場合はウェストン公式により、口径 75 ㎜以

上の管については、へーゼン・ウィリアムス公式による。 

エ  各種給水用具などによる損失水頭の直管換算長とは、水栓類、水道メータ等による損失水頭が、これと

同口径の直管の何メートル分の損失水頭に相当するかを直管の長さで表したものをいう。 

 ア  イ  ウ  エ 

(1)  正  誤  誤  正 

(2)  誤  誤  正  正 

(3)  正  誤  正  正 

(4)  誤  正  正  誤 

【解説】 

ア、ウ、エ  記述のとおり。 

イ  誤り。  一般的な給水管の配管の場合、管の流入口、流出口における損失水頭の方が、損失水頭は管の摩擦に

よる損失水頭よりも小さい。 

したがって、(3)が適当なものである。 
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受水槽容量の計算 

平成２４年度問題 31 給水装置計画論   受水槽式による総戸数 150 戸(2LDK 100 戸、3LDK50 戸)の集合住宅１棟の

標準的な受水槽容量の範囲として、次のうち、適当なものはどれか。 

ただし、2LDK１戸当たりの居住人員は３人、3LDK１戸当たりの居住人員は４人とし、１人１日当たりの使用水量は

250 ℓ とする。 

(1)    50 m3～ 75 m3 

(2)    75 m3～100 m3 

(3)   100 m3～125 m3 

(4)   125 m3～150 m3 

【解説】 
集合住宅の居住人員を求める。 

      ２ＬＤＫ ： ３人/戸 × １００戸 ＝ ３００人 

      ３ＬＤＫ ： ４人/戸 ×  ５０戸 ＝ ２００人 

  集合住宅全体の使用水量を求める。１人１日当たり使用水量は ２５０ℓ であるから、 

      ５００人 × ２５０ℓ/人・日 ＝ １２５,０００ℓ/日 ＝ １２５m３/日 

  受水槽の容量は、日使用量の ０．４～０．６ なので、 

      １２５m３ × （０．４～０．６） ＝ ５０～７５m３ 

したがって、（1）が適当なものである。 

 

平成２３年度問題３３  給水装置計画論問題   受水槽を用いて給水する集合住宅(2LDK50 戸、3LDK50 戸)の標準

的な受水槽の有効容量の範囲として、次のうち、適当なものはどれか。 

ただし、２ＬＤＫの１戸当たりの居住人員は３人、３ＬＤＫの１戸当たりの居住人員は４人とし、使用水量は１人１日当

たり 300ℓ とする。 

(1)  21ｍ3～ 42ｍ3 

(2)  42ｍ3～ 63ｍ3  

(3)  63ｍ3～ 84ｍ3 

(4)  84ｍ3～105ｍ3 

【解説】 

使用人員の算出をする。 

        ２ＬＤＫ ： ５０戸 × ３人/戸 ＝  １５０人 

        ３ＬＤＫ ： ５０戸 × ４人/戸 ＝  ２００人 

この建物の使用人員は、 ３５０人となる。 

建物全体の１日の使用水量は、 

         ３５０人 × ３００ℓ/人 ＝ １０５，０００ℓ ＝ １０５ｍ３ 

受水槽の容量は、０．４から０．６日の使用水量であるから、 

         １０５ｍ３ ×（０．４～０．６） ＝ ４２ｍ３ ～ ６３ｍ３ 

したがって、（２）が適当なものである。 
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平成２１年度問題３１ 給水装置計画論   受水槽式給水による集合住宅(総戸数 200 戸のうち 2LDK 100 戸、3LDK 

100 戸)の標準的な受水槽の有効容量の範囲として、次のうち適当なものはどれか。 

ただし、2LDK の１戸当たりの居住人員は３人、3LDK の１戸当たりの居住人員は４人とし、使用水量は１人１日当た

り 300ℓとする。 

(1)    ４２ ～   ８４ｍ３ 

(2)    ８４ ～ １２６ｍ３ 

(3)  １２６ ～ １６８ｍ３ 

(4)  １６８ ～ ２１０ｍ３ 

【解説】 

  集合住宅の居住人員を求める。 

      ２ＬＤＫ ： ３人/戸 × １００戸 ＝ ３００人 

      ３ＬＤＫ ： ４人/戸 × １００戸 ＝ ４００人 

  集合住宅全体の使用水量を求める。１人１日当たり使用水量は ３００ℓ であるから、 

      ７００人 × ３００ℓ/人・日 ＝ ２１０,０００ℓ/日 ＝ ２１０ｍ３/日 

  受水槽の容量は、日使用量の ０．４～０．６ なので、 

      ２１０ｍ３ × （０．４～０．６） ＝ ８４～１２６ｍ３ 

したがって、（２）が適当なものである。 

 

平成１９年度問題３４ 給水装置計画論   受水槽式給水による 120 戸の集合住宅１棟の標準的な受水槽容量の範囲とし

て、次のうち適当なものはどれか。 

ただし、１戸の居住人数は３人とし、１人 1 日当たりの使用水量は 250ℓとする。 

(1)  36～ 54ｍ3 

(2)  54～ 81ｍ3 

(3)  81～122ｍ3 

(4) 122～182ｍ3 

【解説】 

計画 1 日使用水量を求める。計画 1 日使用水量を求めるにあたっては、計画使用人員と 1 人当たりの使用水量を

乗じる。 

      計画使用人員 ＝ 住宅戸数×1 戸当りの居住人数 ＝ 120 戸×3 人/戸 ＝ 360 人 

したがって、計画使用水量は 

          計画使用水量 ＝ 計画使用人員×1 人当たりの使用水量 

 ＝ 360 人×250ℓ/人 ＝ 90,000ℓ ＝ 90ｍ3 

受水槽容量は、計画 1 日使用水量の 4/10～6/10 であるから、 

      受水槽容量 ＝ 90m3 ×(0.4～0.6) ＝ 36～54ｍ3 

となる。 

したがって，(1)が適当なものである。 
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平成１７年度問題３２ 給水装置計画論   受水槽を用いて給水する集合住宅(2LDK 50戸、3LDK 100戸)の標準的な

受水槽容量の箱囲として、次のうち、適当なものはどれか。 

ただし、2LDK の 1 戸当たりの居住人員は 3 人、3LDK の 1 戸当たりの居住人員は 4 人とし、使用水量は 1 人 1 日

当たり 300ℓとする。 

(1)   33ｍ3  ～   66ｍ3 

(2)   66ｍ3  ～   99ｍ3 

(3)   99ｍ3  ～  132ｍ3 

(4)  132ｍ3  ～  165ｍ3 

【解説】 

計画 1 日使用水量を求める。計画 1 日使用水量を求めるあたっては、計画使用人員と 1 人当たりの使用水量を乗

じる。 

      計画使用人員 ＝ 住宅戸数×1 戸当りの居住人数 ＝  50 戸×3 人/戸 ＝ 150 人(2LDK) 

                                                         100 戸×4 人/戸 ＝ 400 人(3LDK) 

  使用人員は 150 人＋400 人＝550 人 

したがって、計画使用水量は 

          計画使用数量 ＝ 計画使用人員×1 人当たりの使用水量 

 ＝550 人×300ℓ/人 ＝ 165,000ℓ ＝ 165m3 

受水槽容量は、計画 1 日使用水量の 4/10～6/10 であるから、 

      受水槽容量 ＝ 165m3 ×(0.4～0.6) ＝ 66～99m3 

となる。 

したがって，(2)が適当なものである。 
 
平成１５年度問題３３ 給水装置計画論   受水槽式給水による 150 戸の集合住宅 1 棟の標準的な受水槽容量の範囲と

して、次のうち、適当なものはどれか。 

ただし、1戸の居住人数は4人と考え、1人1日当たりの使用水量は300ℓとする。 

(1)   36～ 72 m3 

(2)   72～108 m3 

(3)  108～144 m3 

(4)  144～180 m3 

【解説】 

計画 1 日使用水量を求める。計画 1 日使用水量を求めるあたっては、計画使用人員と 1 人当たりの使用水量を乗

じる。 

      計画使用人員 ＝ 住宅戸数×1 戸当りの居住人数 ＝ 150 戸×4 人/戸 ＝ 600 人 

    したがって、計画使用水量は 

          計画使用数量 ＝ 計画使用人員×1 人当たりの使用水量 

 ＝600 人×300ℓ/人 ＝ 180,000ℓ ＝ 180m3 

受水槽容量は、計画 1 日使用水量の 4/10～6/10 であるから、 

          受水槽容量 ＝ 180m3 ×(0.4～0.6) ＝ 72～108 m3 

となる。 

したがって，(2)が適当なものである。 
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水理計算 

平成２０年度問題３１ 給水装置計画論   一般的な水理計算の次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

(1) 水圧 0.3MPa を水頭に換算すると３０.６ｍである。  ただし、１MPa の水頭換算値は、１０２ｍとする。   

(2) ある管路の損失水頭は管延長２０ｍに対して１ｍであった。このときの動水勾配は５０‰である。 

(3) 配水管の水圧が０.２MPa で、給水管の配水管からの立上り高さが２ｍの場合、有効水頭は２２.4ｍとなる。 

(4) 容量１００ｍ3 の受水椿に、口径７５㎜の給水管で給水する場合、満水となるには約 3 時間半を要する。ただし、給水

管の管内流速は２ｍ/秒とし、断面積は０.００４㎡とする。 

【解説】 

(1) ０.３MPa × １０２ｍ/MPa  ＝  ３０.６ｍ   

(2) 動水勾配は  １ｍ ÷ ２０ｍ ＝ ０.０５     千分率では  ０.０５×１０００  ＝  ５０‰    

(3) 配水管水圧   ０.２MPa × １０２ｍ/MPa  ＝  ２０.４ｍ      

立ち上がり高さが ２ｍ なので、これを配水管水圧(水頭)  ２０.４ｍ から減じて、 

有効水頭は  ２０.４ｍ － ２ｍ ＝ １８.４ｍ  となる。      

(4) 流速を毎時に変換する。 ２ｍ/秒  ×  ３６００秒/時 ＝ ７２００ｍ/時  
    流量は断面積×流速であるから、１時間当たりの流量は、０.００４㎡ × ７２００ｍ/時 ＝ ２８.８ｍ3/時 

満水になる時間は   １００ｍ3 ÷ ２８.８ｍ3/時  ＝ ３.４７時間 ≒ 3 時間半  である。    

したがって、(3)が不適当なものである。 
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損失水頭の計算 

平成２１年度問題３４ 給水装置計画論   下図に示す給水管(口径 25 ㎜)に 36ℓ/分の水を流した場合、管路Ａ～Ｂ間

の摩擦損失水頭として、次のうち、適当なものはどれか。 

ただし、給水管の流量と動水勾配の関係は図-１を用い、管の曲がりによる損失水頭は考慮しないものとする。 

 

（１） 0.9 ｍ 

（２） 1.3 ｍ 

（３） 1.7 ｍ 

（４） 2.1 ｍ 

 

 

 

 

 

 
図-１ 給水管の流量図 

【解説】 

    管口径２５㎜と３６ℓ/分（０．６ℓ/秒）との交点をもとめて、下（垂直）に移動して、動水勾配を求める。 

 
    給水装置の管延長は、 ３ｍ ＋ ４ｍ ＋ ８ｍ ＋ １ｍ ＋ ４ｍ ＝ ２０ｍ である。 

    導水勾配は、９０‰（＝９０/１０００）であるから、管延長を乗じて、損失水頭を求める。 

          ８５/１０００（＝０.０８５） × ２０ｍ ＝ １.７ｍ 

したがって、（３）が適当なものである。 
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余裕水頭の計算 

平成２２年問題３３ 給水装置計画論   図-１のＡにおいて確保できる水頭として、次のうち、最も近い値はどれか。 

ただし、計算にあたって各区間の給水管の摩擦損失水頭は考慮するが、分水栓、甲形止水栓、水道メータ、給水

栓及び曲がりによる損失水頭は考慮しないものとする。 

   また、損失水頭は図－２を使用して求めるものとし、計算に用いる数値条件は次のとおりとする。 

②   Ｅ点における配水管水圧水頭として３０ｍ 

②  給水栓の使用水量０.６ℓ/秒 

③  Ｅ～Ｃの給水管の口径２５㎜、Ａ～Ｃ及びＢ～Ｄの給水管の口径２０㎜ 

③   給水栓Ａ及びＢは同時に使用する 

 

 

（1）  17ｍ 

（2）  20ｍ 

（3）  23ｍ 

（4）  26ｍ 

 

 

 

 

 
【解説】 

    最初に、各区間の配管長、口径と流量を求める。 

        A～C  配管長 ２.０ｍ  口径 ２０㎜  流量 ０.５ℓ/ｓ 

        B～D  配管長 ２.０ｍ  口径 ２０㎜  流量 ０.５ℓ/ｓ 

        C～D  配管長 ２.０ｍ  口径 ２５㎜  流量 ０.５ℓ/ｓ 

        D～E  配管長 ６.０ｍ  口径 ２５㎜  流量 １.０ℓ/ｓ 

    つぎに、口径と流量とから各区間の動水勾配を求める。 
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A～C  は口径 ２０㎜ と流量 ０．５ℓ/ｓ の交点が動水勾配 ２００‰ となる。 

        B～D  は口径 ２０㎜ と流量 ０．５ℓ/ｓ の交点で同じく ２００‰ となる。 

        C～D  は口径 ２５㎜ と流量 ０．５ℓ/ｓ の交点で ７０‰ となる。 

        D～E  は口径 ２５㎜ と流量 １．０ℓ/ｓ の交点で ２２０‰ となる。 

    動水勾配と間延長を乗じて、A～E のそれぞれの区間の損失水頭を求める。 

  A～C   ２００‰ × ２ｍ ＝ ０.２  × ２ｍ ＝ ０.４ｍ 

        C～D   ７０‰  × ２ｍ ＝ ０.０７ × ２ｍ ＝ ０.１４ｍ 

        D～E   ２２０‰ × ６ｍ ＝ ０.２２ × ６ｍ ＝ １．３２ｍ 

    A～E 間の配管の損失は、それぞれの区間の損失水頭を加える。 

        配管の損失水頭 ＝ ０.４ｍ ＋ ０.１４ｍ ＋ １.３２ｍ ＝ １.８６ｍ 

    立上り高さが、２ｍなので、この A～E 管の総損失水頭は 

        １.８６ｍ＋２ｍ ＝ ３.８６ｍ  

    A において確保できる水頭は、配水管水圧水頭 ３０ｍ から総損失水頭 ３.８６ｍ を減じて求める。 

        ３０ｍ － ３.８６ｍ ＝ ２６．１４ｍ ≒ ２６ｍ 

したがって、（４）が最も近い値である。 
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平成２２年度問題３４ 給水装置計画論   図-１に示す給水装置におけるＢ点の余裕水頭として、次のうち、最も近い

値はどれか。 

ただし、計算にあたってＡ～Ｂ間の給水管の摩擦損失水頭、分水栓、甲形止水栓、水道メータ及び給水栓の損失

水頭は考慮するが、曲がりによる損失水頭は考慮しないものとする。 

また、損失水頭等は、図-２～図-４を使用して求めるものとし、計算に用いる数値条件は次のとおりとする。 

①  Ａ点における配水管の水圧水頭として 30ｍ 

②  給水管の使用水量 0.6ℓ/秒 

① Ａ～Ｂ間の給水管、分水栓、甲形止水栓、水道メータ及び給水栓の口径 25 ㎜ 

 

 
 

 

（1）14ｍ 

（2）17ｍ 

（3）20ｍ 

（4）23ｍ 

【解説】 

A～B 間の給水用具による損失水頭を求める。 

    分水栓 ２５㎜ 、甲形止水栓 ２５㎜ 、給水栓 ２５㎜ 、水道メータ ２５㎜ の流量０．６ℓ/ｓ のときの損失水頭を求

める。 

        分水栓      流量 ０．６ℓ/ｓ 、分水栓口径 ２５㎜ の交点より、損失水頭は      ０．２５ｍ 

        甲形止水栓  流量 ０．６ℓ/ｓ 、甲形止水栓口径 ２５㎜ の交点より、損失水頭は  ０．６ｍ 

        給水栓      流量 ０．６ℓ/ｓ 、給水栓口径 ２５㎜ の交点より、損失水頭は      ０．６ｍ 

メータ       流量 ０．６ℓ/ｓ 、メータ口径 ２５㎜ の交点より、損失水頭は       １．０ｍ 

  給水用具による損失水頭は 

        ０．２５ｍ ＋ ０．６ｍ ＋ ０．６ｍ ＋ １．０ｍ ＝ ２．４５ｍ 
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A～B 間の給水管による損失水頭を求める。 

  給水管口径 ２５㎜ と流量 ０.６ℓ/ｓの 交点から求められる動水勾配は、１０５‰ である。 

  給水管長は １５ｍ であるから、導水勾配を乗じて、給水管の損失水頭を求める。 

      １５ｍ × １０５‰ ＝ １５ｍ × ０.１０５ ＝ １.５７５ｍ ≒１.５８ｍ 

  給水装置の立上り高さは、３ｍである。 

  よって、給水用具の損失水頭、給水管の損失水頭と立上り高さを加えて、総損失水頭を求める。 

      ２.４５ｍ ＋ １.５８ｍ ＋ ３ｍ ＝ ７.０３ｍ 

 

  A 点の水圧水頭が ３０ｍ であるから、総損失水頭を減じて、余裕水頭を求める。 

      ３０ｍ － ７.０３ｍ ＝ ２２．９７ｍ ≒ ２３ｍ 

したがって、（４）が最も近い値である。 
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平成１８年度問題３３ 給水装置計画論   下図のＢ点において確保できる水頭として、次のうち、最も近い値はどれか。

ただし、計算にあたってＡ～Ｂの給水管の摩擦損失水頭、分水栓、甲形止水栓、水道メータ及び給水栓の損失水

頭は考慮するが、曲がりによる損失水頭は考慮しないものとする。 

また、損失水頭などは、図-1、図-2及び図-3 を使用して求めるものとし、計算に用いる数値条件は次のとおりとする。

① Ａ点における配水管水圧水頭として 20ｍ 

② 水 栓の使用水量 0.5ℓ/秒 

③  Ａ～Ｂ間の給水管、分水栓、甲形止水栓、水道メータ及び給水栓の口径 25㎜ 

 
 

 
 

 
 

(1)  12ｍ 

(2)  14ｍ 

(3)  16ｍ 

(4)  18ｍ 
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【解説】 

Ａ～Ｂ間の全損失水頭と給水栓の立ち上がり高さを全水頭から差し引く。 

①  給水管の摩擦損失水頭 

Ａ～Ｂ間、流量 0.5ℓ/秒、口径 25 ㎜から図-1 より動水勾配は 60 ‰ 

(延長 13ｍ)×(動水勾配 60 ‰) ＝ 0.78ｍ 

 
 

② 分水栓の換失水頭、図-2「分水栓」の口径 25 ㎜より          0.18ｍ 

 
 

③  甲形止水栓の換失水頭、図-2「甲形止水栓」の口径 25 ㎜より  0.42ｍ 
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④  水道メータの損失水頭、図-2「メータ」口径 25 ㎜より        0.75ｍ 

 
 

⑤  給水栓の損失水頭、図-2「給水栓」口径 25 ㎜より            0.42ｍ 

 
 

⑥  給水栓の立ち上がり高さ 3.0ｍ 

Ｂ点で確保できる水頭(余裕水頭)Ｈは、 

Ｈ＝20ｍ-0.78ｍ－0.18ｍ－0.42ｍ－0.75ｍ－0.42ｍ－3.0ｍ ＝ 14.45ｍ ≒ 14ｍ 

したがって、(2)が最も近い値である。 
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流量の計算 

平成２１年度問題３３ 給水装置計画論   下図に示す給水装置におけるＣ点の吐水量として、次のうち最も近い値は

どれか。 

なお、計算に用いる数値条件は次のとおりとし、給水管の流量と動水勾配の関係は、次ページの図－１を用いて

求めるものとする。 

① 水管の口径    20 ㎜ 

② Ａ～Ｂ間の水平距離       19 ｍ 

③ Ｂ～Ｃ間の鉛直距離        ２ ｍ 

④ 水道メータ、給水用具類による損失水頭の直管換算長  20 ｍ 

⑤ Ａ点における配水管の水圧水頭として                35 ｍ 

 

 

 
図-1 

（１）10 ℓ/分 

（２）30 ℓ/分 

（３）50 ℓ/分 

（４）70 ℓ/分 

【解説】 

    給水装置の管延長は、  １９ｍ ＋ ２ｍ ＝ ２１ｍである。 また立上り高さは、２ｍである。  

    つぎに、メータ、給水器具等の直管換算長は、２０ｍであるから、 

  総換算長は 

        ２１ｍ  ＋  ２０ｍ ＝ ４１ｍとなる。 

  給水栓から、水が出るには、配水管水頭（最小動水圧） ３５ｍ から、立上り高さ ２ｍ を減じて、総換算長 

４１ｍ で除して、動水勾配を求める。 

     （３５ｍ － ２ｍ） / ４１ｍ ≒ ０．８ ＝ ８００‰（ パーミル） 

  動水勾配 ８００‰ と管口径 ２０㎜ の交点を出し、左へ移動して、流量を求める。 

この交点の流量は、おおよそ １.２ℓ/秒 ＝ ７２ℓ/分 である。 

※流量や動水勾配の目盛りは、対数目盛なので、読み取り難いが、１．１でも１．３でも概ね７０ℓ/分となるので、読み

取りの値を細かく取る必要はない。 
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平成１５年度問題３２ 給水装置計画論   40 戸の集合住宅での同時使用水量として、次のうち、適当なものはどれか。

ただし、同時使用水量は、同時に使用する末端給水用具を設定して計算する方法によるものとし、1戸当たりの末

端給水用具の個数と使用水量、同時使用率を考慮した末端給水用具数、並びに集合住宅の給水戸数と同時使用

戸数率は、それぞれ表-1から表-3のとおりとする。 

 

(1) 1,690ℓ/分 

(2) 1,800ℓ/分 

(3) 1,950ℓ/分 

(4) 2,100ℓ/分 

 

表-1  1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量 

末端給水用具 個数 使用水量(ℓ/分)

浴槽(和式) 1 30 

洗濯流し 1 25 

台所流し 1 20 

大便器(洗浄水槽) 1 20 

洗面器 1 15 

手洗器 1 10 

 

表-2  同時使用率を考慮した末端給水用具数 

総末端給水用具数 同時に使用する末端給水用具数 

1 1 

 2～ 4 2 

 5～10 3 

11～15 4 

16～20 5 

21～30 6 

 

表-3  集合住宅の給水戸数と同時使用戸数率 

戸数 同時使用戸数率(%) 

 4～10 90 

11～20 80 

21～30 70 

31～40 65 

41～60 60 

61～80 55 

 81～100 50 

【解説】 

1戸当たりの末端給水用具は、表-1より6栓、同時に使用する末端給水用具の数は、表-2より3栓、同時使用水量

は、個々の給水用具の中から使用水量の多いものから、加算する。 

従って、1 戸当たりの同時使用水量は、 

30(浴槽)＋25(洗濯流し)＋20(台所流し) ＝ 75(ℓ/分) 

集合住宅の戸数は 40 戸、同時使用戸数率は表-3 より 65%であるから、集合住宅の同時使用水量は 

75(ℓ/分)×40 戸×0.65 ＝ 1,950ℓ/分 

したがって，(3)が適当なものである。 
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作図 

平成２１年度問題３５ 給水装置計画論   図-１ の平面図に示す給水装置を立体的に概略図示したものが図-２であ

る。図-１ に対応する立体図で適当なものはどれか。 ただし、給湯配管は省略している。 

 

 
 

【解説】 

    立体図については、各水道事業者により書き方が異なることが多いが、本設問では、南北を右上がり ３０°、南北

を 左上がり ３０°でしめす。 

    平面図の配水管 １００ＤＩＰ から順に見ていくと、 

① メータ廻り ： （３）は止水栓がない。 

②  二階への給水：（２）は二階系統の止水栓がない。（４）立水栓アングルバルブがない。 

したがって、（１）が的と追うなものである。 
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平成１７年度問題３４ 給水装置計画論   給水装置工事の図面作成に関する次の記述の正誤の組み合わせのう

ち、適当なものはどれか。 

ア  図面は、給水する家屋などへの給水管の布設状況などを図示するものであり、工事の施行及び維持管理

の技術的な基礎的資料として使用するものである。 

イ  給水管及び配水管の口径の単位は、㎜として、単位記号はつけなくてよい。 

ウ  作図にあたっては、必ず方位を記入し、北を上にすることを原則とする。 

エ  口径及び管種の表示は、平面図・立面図とも給水管及び給湯管について、それぞれ一口径、一管種の場

合に限り省略することができる。この場合省略した口径、管種の凡例を必ず図面に表示する。 

 ア  イ  ウ  エ 

(1)  正  正  正  正 

(2)  正  誤  正  正 

(3)  誤  正  正  誤 

(4)  正  正  誤  誤 

【解説】 

ア、イ、ウ、エ 記述のとおり。 

したがって、(1)が適当なものである。 

 


